
   

 

 

 

 

 

 

 

プログラム 

時間 順 テーマ／メンバー／指導教諭／研究要旨 

10:55       開会式   続けて研究発表（前半５班）  

司会：加々見歩  タイムキーパー：藤田清蓮  マイク：村上正樹 

11:05 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11:45 

１ 

 

「おいしいパンケーキ、食べたくない？～炭酸水素ナトリウムと酸～」 

８班 盛本莉々子・坂下二瑚・宮本紗和・吉田 暖     指導教員：堀内信哉 

皆さん、パンケーキは好きだろうか。「みんなが大好きなふわふわのパンケーキをお家でも作りたい！」

そんな私たちの思いからこの研究は始まった。私たちは、美味しいパンケーキとは、「程よく甘みがあり、

食感が柔らかく、ある程度高さがあるもの」と定義付け、炭酸水素ナトリウムをはじめとする材料や食感、

焼く過程による化学反応に焦点を置き、実験・考察を行った。 

２ 

 

「ブラックライトで甘さがわかる!?～そんなバナナ～」 

１班 大久保智也･今井大河･永金優雅･花田海斗      指導教員：梶谷拓人･村田祐亮 

私たちはブラックライトでバナナが発光することを知った。そこで、バナナの発光と糖度に関係性につい

て調べることにした。先行研究ではその関係性は示されなかったものの、私たちの実験ではブラックライト

を当てるとシュガースポットの周りが発光し、そのバナナの糖度は発光していないバナナに比べて有意に

高いことが示された。また、光の強弱と糖度の関係性についても調べ、バナナが一番美味しいのはいつなの

かを判別する方法について考察した。 

休憩(5分) 

11:50 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12:45 

３ 

 

「高温の炭酸飲料はどこへ。」 

５班 松本晃平・鷹巣 遼・竹内風太・千葉陵雅      指導教員：中島 憲 

温かい炭酸飲料が売られているのを見たことはあるだろうか。温かい炭酸飲料はどのような味がするの

だろうか。普段の生活の中に温かい炭酸飲料が存在しないのは、人間の甘さの感じ方は温度の違い及び炭酸

の有無の影響を受けるためであると考えた。温度の違い及び炭酸の有無による人間の甘さの感じ方の違い

を調べるため、先行研究を元に官能試験を行い、私たちなりに普段の生活の中に温かい炭酸飲料が存在しな

い理由にたどり着くことができた。 

４ 

 

「ジャンプロボットの月面利用」 

２班 宮澤岳留･小倉 響･水落 琉･横山大徳       指導教員：伊藤新一郎･村田祐亮 

 私たちはジャンプするロボットに興味を持ち、調べることにした。そこで、二輪ロボット「Parrot 

Jumping Sumo」の性能についての検証をし、宇宙探査においてジャンプ機構が有効かを調べた。また、自

分たちで「Parrot Jumping Sumo」のジャンプ機構を模倣し、宇宙で活躍している四輪のロボットにも搭

載できるような機構の制作を試みた。制作した機構の現状と課題について報告する。        

５ 

 

「パラメトリックスピーカーと普通のスピーカーの違いって？」  

３班 二俣弥人・中出大智・笠原瑠依・村上戒彗      指導教員：佐々木恵二 

私達はパラメトリックスピーカーに着目した。パラメトリックスピーカーというのは超音波を利用

することで音に指向性を持たせ、直線状に通常より遠くまで音を飛ばすことができると言われている

ものである。その特性を活かすことができないかと考え、その音の広がり方について直線状に音が飛

ばせるパラメトリックスピーカーと扇形に音が飛ぶ通常のステレオスピーカーの距離、角度ごとの音

圧（ｄB）を比較しながら計測した。 

昼食休憩（３５分） 

SSH（スーパーサイエンスハイスクール）支援事業 20211112 

SSH（スーパーサイエンスハイスクール）支援事業 
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研究発表（後半５班） 

司会：松本晃平  タイムキーパー：横山大徳  マイク：大久保智也 
13:25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14:15 

６ 

 

「回って昇る炭酸水の泡」 

６班 加賀谷凜･石田 凜･大島進之介･陰山順平       指導教員：宇城隆司 

私たちは、炭酸水中を上昇する気泡の動きがらせん運動をしていることに着目し、「炭酸水中の泡がど

の条件でどのように上昇するのか」という研究を行った。炭酸水中に種類の異なる気体を用いて気泡を外

部から進入させ、気泡が上昇する様子をKinoveaという動作分析ソフトウェアで追跡し、映像を数値化す

ることによりデータを取りグラフを作成し、そのグラフを比較し、考察を行った。             

７ 

 

「霧箱による放射線と宇宙線の観測」 

４班 山崎瑛太・大関優空・加々見歩・千葉侑吾       指導教員：中原 浩 

宇宙線というものを知っているだろうか？宇宙線は原子核より小さいほどの大きさで、ふつう肉眼で見

ることができない。私たちは宇宙線について研究し、霧箱を用いて観測を行った。ドライアイスや保冷剤を

使った霧箱の自作を試み、多くの放射線と宇宙線を観測することができた。観測した宇宙線の種類の同定を

行い、磁石を近づけたり場所を変えたり観測できる条件を調べた。また、それらの法則性を考察した。 

８ 

 

「透明骨格標本における骨の染色について」 

10班 藤田清蓮・北嶋かの・髙橋晶帆・舘山果朋       指導教員：菊池洋好 

透明骨格標本は魚の身が透明で骨が鮮やかに染色されたとても綺麗な標本である。しかし製作の過程で

使用する薬品、特に骨を染色するものはとても高価である。そこで私達は安価かつ身近なもので代用できる

ものを探すために研究をした。化学反応による骨の染色は、代用品を探すのは難しいと考え、骨に色を浸

透・沈着させる方法に注目した。ブドウジュース、コーヒー、シダの抽出液、食紅を試し、うまく染まった

理由、染まらなかった原因を追究した。 

                       休憩(10分) 

14:25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15:01 

９ 

 

「エゾホトケドジョウ（Lefua nikkonis）の行動解析 ～ドジョウとの比較の試み～ 」 
９班 須賀萌葵・及川 温・霜鳥未衣・前田來音       指導教員：植木玲一 

エゾホトケドジョウは北海道固有の淡水魚で、環境省レッドデータブック(RDB)により絶滅危惧ⅠB 類

(EN)に指定されている。野幌森林公園の湖沼にも生息し、異なる亜科のドジョウ（Misgurnus 

anguillicaudatus）と“競争”の種間関係と考えられるが、その行動解析の研究はほとんどない。本研究で

は、飼育下で両種の行動を調査し、共通点や相違点の解明を試みた。これらの基礎データを積み重ね、本種

の保全に寄与したいと考えている。 

10 

 

「金平糖のトゲトゲ」               

７班 白石あめり・久保璃生・中野絵梨華・村上正樹     指導教員：宮古 昌 

私たちは、金平糖のトゲトゲがどのようにできているのかが気になり、市販のものに近い金平糖を作りた

いと考えた。そこで自分たちで金平糖を作り、糖蜜の濃度の違いによる、糖蜜を入れる回数とトゲ数の関係

及び、糖蜜を入れる回数と大きさの関係を調べ、濃度の違いによるトゲの数の分析を行い、市販のものに近

づけるための条件を考察した。  

          閉会式 

15:15 (終了予定) 

   日 時 2021年11月12日（金） 10:55～15:15 

 

会 場 北海道札幌啓成高等学校 3階大ホール（一部オンライン配信） 

    札幌市厚別区厚別東4条8丁目6-1 Tel 011-898-2311 

 

審査員 我妻 尚広 酪農学園大学農食環境学群  教授  

    長谷川 誠 公立千歳科学技術大学    教授 

    内田  努 北海道大学大学院工学研究院 准教授 

 

発表者 北海道札幌啓成高等学校 理数科2年8組生徒40名 


